
　第40回定時総会が、5月11日（月）に「KKRホテル東京」にて開
催されました。今年度も定時総会後の講演会、表彰式、祝賀会・懇
親会を実施することができました。
　定時総会当日の出席会員は96名、また委任状116名で出席率
93％のもと全議案が承認可決され終了しました。ご協力に感謝申し
上げます。

【議　　案】	 第1号議案　2025年度 事業報告書承認の件
	 第2号議案　2025年度 収支計算書・監査報告書承認の件
	 第3号議案　2026年度 事業計画書（案）承認の件
	 第4号議案　2026年度 収支予算書（案）承認の件

【報告事項】	 ・今後の主な行事予定について

2．講演会について
　定時総会後には、消防庁渡辺予防課長様に「予防行政（課題と対応）」と題してご講演をいただきま
した。

　
最 近 の 動 向

	 1．大分市大規模火災を踏まえた対応について
	 2．大船渡市林野火災を踏まえた対応について
	 3．感震ブレーカーの普及推進について
	 4．主な法令改正、通知等について
	 5．令和7年度開催の検討会について

　
現況、主な取組み等

	 6．火災の現況について
	 7．住宅防火対策について
	 8．消防法に基づく防火安全の確保について
	 9．消防の設備等に関する基準の公開・統一について
	 10．PFOS・PFOA等の有機フッ素化合物に対する環境規制について
	 11．山小屋に適した消防用設備等を設置している事例等について
	 12．都道府県及び市区町村の庁舎に係る防火安全対策の徹底等について
	 13．予防業務優良事例表彰について
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定時総会、講演会後に全消販「消防機器販売業関係者表彰式」を実施しました。ご来賓として消防庁渡

辺剛英予防課長、（一財）日本消防設備安全センター西藤公司理事長、（一社）全国消防機器協会岡村武士

副会長にご臨席いただきました。

 功労者表彰 　　以下の10名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・森 　　大 悟　氏	 第一防災（株）	 （北海道）	・氏 家　英 人　氏	（株）吉田商会	 （千葉）

・市 川　智 也　氏	（株）日本防火研究所	（静岡）	 ・尾 阪　則 将　氏	 アークリード（株）	 （大阪）

・天 沼　弘 至　氏	（有）ダイトー	 （大阪）	 ・山 下　泰 助　氏	 タイホ防災（株）	 （大阪）

・山 本　剛 史　氏	 山本商事（株）	 （大阪）	 ・澤 井 日出路　氏	 日和工業（株）	 （兵庫）

・井 上　英 明　氏	 石田データサービス（株）	（広島）	 ・穴 山　敬 太　氏	（株）四国消防	 （愛媛）

 優良従業員表彰 　　以下の25名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

・礒 﨑　千 晶　氏	 東洋防災（株）	 （埼玉）	 ・関 根　正 幸　氏	 東洋防災（株）	 （埼玉）

・秋 元　善 行　氏	（株）スエヒロ	 （千葉）	 ・柴 原　圭 輔　氏	 ACTヨコイ（株）	 （東京）

・佐 藤　友 幸　氏	 旭防災設備（株）	 （東京）	 ・田 口　勝 博　氏	 浦野工業（株）	 （東京）

・河 野　優 人　氏	 ジェット商事（株）	 （東京）	 ・嶋 津　佑 史　氏	（株）消防科学研究所	（東京）

・鈴 木　智 浩　氏	（株）新和防災	 （東京）	 ・梅 村　 　仁　氏	（株）スエヒロ	 （東京）

・榎 本　博 之　氏	（株）千代田防災	 （東京）	 ・小 林　如 海　氏	（株）千代田防災	 （東京）

・長 部　　 健　氏	（株）ニチボウ	 （東京）	 ・石 橋　隼 人　氏	 プロデイ（株）	 （東京）

・増 田 千恵子　氏	（株）防災サービスセンター	（東京）	 ・熊 谷　智 悦　氏	（株）栄広プロビジョン	（神奈川）

・楠　　 直 樹　氏	（株）栄広プロビジョン	（神奈川）	・鈴 木　俊 郎　氏	 サンコー防災（株）	 （静岡）

・望 月　利 将　氏	 サンコー防災（株）	 （静岡）	 ・酒 井　一 幸　氏	 内外ガード（株）	 （愛知）

・野 田　泰 典　氏	 真弓興業（株）	 （大阪）	 ・鳥 山　聖 介　氏	 真弓興業（株）	 （大阪）

・西 島　裕 一　氏	（株）ヤナセファイテック	（福岡）	 ・中 山　北 斗　氏	 ヤナセ産業（株）	 （長崎）

・松 本　　 宏　氏	（有）タナカ消防設備	（熊本）

3．（一社）全国消防機器販売業協会表彰について

功労者表彰受賞者

優良従業員表彰受賞者
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1．2026年度春の消防関係褒章
【黄綬褒章】
　全消販会員の以下の方々が受章されました。

　4月29日に発令され、5月13日に伝達式、拝謁が執り行われました。誠におめでとうございます。

　　（株）初田製作所　　代表取締役社長　初 田　和 弘　氏　（大阪）

　　日本防火産業（株）　代表取締役　　　舩 岡　伸 季　氏　（京都）

2．2026年度　（一社）全国消防機器協会　会長表彰
（一社）全国消防機器協会会長表彰式は、5月29日に明治記念館で実施されました。

全消販上申の会員より、以下の4名の方々が受賞されました。誠におめでとうございます。

　・有明産業（株）	 代表取締役社長	 宇治田 康 久　氏　（東京）

　・齋田産業（株）	 代表取締役	 齋 田　啓 子　氏　（東京）

　・（株）アトラス	 代表取締役	 石 田　　 正　氏　（神奈川）

　・（有）平井式ポンプ工業	 代表取締役	 宮 前　憲 次　氏　（京都）

Ⅱ． 2026年 春の表彰関係
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Ⅲ．消防用設備等点検優良事業所認定会員について
2018年に制度を刷新して再スタートしました「優良事業所認定制度」の2024年

度の認定会員の期限が7月末になることをうけて、更新申請及び新規申請を募りまし
た。72社の更新申請及び2社の新規申請があり、認定規程第3条の認定基準に適合
し、認定されました。認定期間は、2026年8月から2028年7月です。

また、昨年の認定会員と合わせて、累計で101社、115事業所が優良事業所認定と
なります。

都道府県 事業所名（50 音順）
北海道 （株）アサヒ

アンスル（株）
イハラ消防設備（株）
五光トータル防災（株）
札消防災（株）
三和防災（株）
システムサービス（株）
第一防災（株）
中央防災システム（株）
北海道消防機材（株）
北興通信（株）

（株）ヤシマ保全
（株）ヤマト防災サービスセンター

宮城 （株）大崎防災
（株）古川ポンプ製作所

福島 援護化学（株）
栃木 ササキ防災（株）
群馬 関東防災工業（株）
埼玉 （株）サイボウ

東洋防災（株）
（株）ナショナル消防化学
藤岡防災設備（株）
ユージーメンテナンス（株） 埼玉（営）

千葉 （株）佐倉防災
（株）清水商会
（株）ニッショウ　千葉支店
ユージーメンテナンス（株） 千葉（営）

東京 旭防災設備（株）
（株）アタイム　東京支店
（株）イワナガ
（株）協友防災工業
シノハラ防災（株）

（株）消防弘済会
（株）新和防災
（株）スエヒロ
セントラル防災（株）
中央理化工業（株）

（株）千代田防災
（株）ニッショウ　本店
（株）不二興産
（株）プロサス
前出工機（株）
ユージーメンテナンス（株） 本社
ユージーメンテナンス（株） 小平（営）
ユージーメンテナンス（株） 東向島（営）
ユージーメンテナンス（株） 町田（営）

（株）ヨシダ防災設備　本社
（株）ヨシダ防災設備　東京オフィス
（株）渡辺武商店

神奈川 （株）栄広プロビジョン
晃洋商事（株）

（株）シーエスワン
ニッショウ機器（株）
ユージーメンテナンス（株）　横浜（営）

（株）ヨシダ防災設備　横浜オフィス
（株）渡辺武商店　湘南支店
（株）渡辺プロテック

新潟 （株）イヅミ総業

都道府県 事業所名（50 音順）
新潟 高坂防災（株）

（株）米 峰
岐阜 アンシンク（株）

アンシンク（株）　大垣店
（株）ウスイ消防

静岡 サンコー防災（株）
ニッセー防災（株）

愛知 三栄工業（株）
（株）セルス
東海消防設備（株）
東報防災工業（株）
内外ガード（株）
内外物産（株）

（株）ニッショウ　名古屋支店
ニュー商事（株）
浜島防災システム（株）

（株）ベルテック
三　重 アイティ（株）

鈴鹿防災（株）
矢野防災設備（株）

（株）山口商会
滋賀 （株）大森商会
京都 大槻ポンプ工業（株）

（株）大　同
日本防火産業（株）

大阪 （株）アスボウ防災サポート
和泉防災（株）

（株）入谷商会
木内ポンプ（株）

（有）ダイトー
タイホ防災（株）

（株）ダイリン
（株）タケシン防災
（株）ニッショウ　大阪支店
（株）羽藤防災
真弓興業（株）

（株）宮本消防設備商会
（株）ヤマト防災興業
山本商事（株）

兵庫 （株）アタイム　本社
日和工業（株）

（株）防災サービス
（株）山本総合防災

広島 （株）城田製作所
（株）ニッショウ　広島支店
（株）プロテック

山口 （株）電 装
香川 （株）福島商会
福岡 （株）倉重ポンプ商会

（株）福岡トーハツ
（株）ヤナセファイテック
ユージー・防災設備（株）

熊本 三輝物産（株）
立尾電設（株）

（有）タナカ消防設備
大分 新日本消防設備（株）
宮崎 九州消防（株）
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6月18日付で発表されました「リチウムイオン電池総合対策ポータルサイト」の公開についてお知ら

せします。

Ⅳ．消防庁からのメッセージ

 

 

 

令和８年６月 18 日 

消 防 庁 

 

 
「リチウムイオン電池総合対策ポータルサイト」の公開 

 

 

 １ ポータルサイト作成の背景 

   リチウムイオン電池は、モバイルバッテリーやスマートフォン、電動自転車等に広く使用されており、利便

性が高い一方で、使用方法の誤りや不適切な廃棄等により、発火・発煙事故を引き起こす事例が増加して

います。 

   こうした状況を踏まえ、関係省庁（消費者庁、経済産業省、国土交通省、環境省、消防庁）で連携し、対策

を進めているところであり、その一環として今般、国民や事業者に対してリチウムイオン電池による事故を防

ぐために必要な情報や、適切な廃棄方法に関する情報を一元的に発信するポータルサイトを作成しました。 

 

 ２ ポータルサイトの概要 

本ポータルサイトでは、以下について分かりやすく解説しているほか、関係省庁で作成した広報用資料も

まとめて掲載しています。ぜひご参照下さい。 

 ・ リチウムイオン電池による火災の現状 

 ・ 事故を防ぐための３つの具体的なアクション「リチウムイオン電池の『３つの C』」 

 買うとき ～賢く選ぶ Cool choice～ 

購入前に製品情報、マーク表示やリコール情報を確認して、安全基準を満たした製品を選びましょう。 

 使うとき ～丁寧に使う Careful use～ 

正しい使い方を常に意識するとともに、衝撃・高温を避け、異常を感じたら直ちに使用中止しましょう。 

 捨てるとき ～正しく捨てるそして資源循環 Correct disposal with better recycling～ 

リチウムイオン電池使用の有無を確認し、正しい廃棄方法を確認してから捨てましょう。 

 

 ３ ＵＲＬ 

   https://www.fdma.go.jp/relocation/lithium-ion/ 

  
【問い合わせ先】 

消防庁予防課 川合 谷川 清水 

ＴＥＬ：03-5253-7523（直通） 

E-mail:yobo_atmark_ml.soumu.go.jp 

 

※スパムメール対策のため、「＠」を

「_atmark_」と表示しております。送信

の際には、「＠」に変更してください。 

リチウムイオン電池の発火や発煙などの事故を防ぐための情報や、 

適切な廃棄方法に関する情報などを一元的に発信します 

同時発表：消費者庁、経済産業省、国土交通省、環境省 
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自治体・消防関係者等と連携した消火器回収事例に関するアンケート調査結果

地域の消火器販売代理店（特定窓口）と自治体や消防関係者が連携し、防災・環境イベント等に合わ

せて不要消火器の回収を行う取り組みが全国の複数地域で実施され、一定の成果を上げています。こう

した事例を把握するため、消火器リサイクル推進センターでは、特定窓口を対象に地域イベントや防災

訓練等の機会に実施した「不要消火器回収イベント」などに関するアンケート調査を実施しました。

（アンケート調査期間：2026 年 5 月 29 日～6 月 12 日　回答：31 社・団体）

アンケートの結果、不要消火器回収イベントでは、地域の防災活動、消防機関による火災予防活動、

自治体の廃棄困難物対策などと組み合わせて実施される事例が多くみられました。特に消防署等を会場

とする事例では、住民が安心して持ち込める環境を整えやすく、市報や消防広報などを通じた周知によ

り、まとまった回収につながる傾向が確認されました。

また、自治会・町会単位の取り組みでは、地域のつながりを活かし、高齢者や処分方法を知らない住

民へ直接案内できるという利点があります。さらに、防災訓練や地域行事と併せて実施することで、不

要消火器の回収だけでなく、防災意識の向上につながる事例もみられました。

一方、課題としては、「高齢者等による持ち込みの困難さ」、「回収本数の事前予測の難しさ」、「回収対

象外品の持ち込みへの対応」、「自治会役員や協力者の高齢化」、「住民への周知方法」などが挙げられて

います。

今回のアンケート結果を踏まえ、今後は特定窓口への追加確認や事例の整理を行い、実施形態、周知

方法、回収実績、運営上の工夫などをまとめ、推進センターが毎年発行しているリサイクルレポート等

を通じて報告する予定です。

不要消火器回収イベントは、住民の安全確保、老朽化消火器の適正処分につながる取り組みです。当

センターでは、好事例を自治体や消防機関等に紹介し、地域の実情に応じた実施モデルを提案すること

で、回収イベントの開催拡大を図っていきます。

会員の皆さまにおかれましても、自治体や消防機関等との連携を含め、引き続き老朽化消火器の早期
回収に向けた取り組みにご協力をよろしくお願いいたします。

実施形態 特徴 メリット 課題 回収規模 推奨場面

消防署主導型 消防署が会場・広報を担当 信頼性が高い、広報力大 消防の協力が必須 大規模(数百本) 市区町村単位

自治会・町会型 地域で取りまとめ 住民に身近、高齢者支援可 役員の高齢化、継続困難 中規模(30-100本) 町内会単位

防災訓練併設型 訓練イベントと同時開催 参加者が集まりやすい 周知不足の可能性 小～中規模 定期訓練時

自治体主導型 市が清掃事業等で実施 継続性が高い 予算・人員確保 中規模 定期収集事業

住宅訪問型 各家庭を訪問して回収 高齢者宅を直接支援 人手と時間がかかる 小規模 特定地域限定

Ⅴ．消火器リサイクル推進センターからのお知らせ
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「リチウムイオン電池」火災に関して、「街かど防災ラボ」代表の佐藤栄紀氏からご寄稿いただきました。

夏場に多いリチウムイオン電池火災、要注意です！
モバイルバッテリー、スマホ、電動自転車、コードレス掃除機、電動工具他小型製品等々。何か身近に使っ

ていませんか？　今では特に便利さを感じないほど生活必需品となっていますが、その普及率の向上と共にリ
チウムイオン電池（LI-Bと表記）が原因の火災件数が急増中です。昨年は前年対比で60％増のデータもあり、
モバイルバッテリーの充電から出火、延焼し住宅を全焼。またマンション内でも火災が発生しています。住宅
火災に及ぶこの状況は我々消防・防災業務に携わるものとしては “知りませんでした” では済まされない状況
だと思います。

そこで、LI-B火災の特徴や危険性、世界の対応などについてこの後ご説明いたします。
まず、なぜ夏場が危険なのか？ 夏場に事故が多いのもLI-Bの発火特性からですが、その原因は使用上の注

意を守ることで多くは防げます。しかし、なかなかそうは行きません。そこで、注意を守って頂きたいために
もその結果、どうなるのか。いかに内部が危険な状態になるのか、からご説明致します。
■発火の仕組みと危険性（その対応）

内、外部から発生した異常温度の上昇が一旦始まると更なる温度上昇を招きその制御がきかなくなる現象
“熱暴走” が急激に進みます。これが第一の特徴。その結果、電解液が化学反応を起こし可燃性ガス（酸素・
水素等）や有毒ガスを発生し、蓄積されてガスが噴出、引火し爆裂します。大きな音と炎が燃え盛り、機器
の一部が周囲に勢いよく飛散します。その温度は最高600～1000度まで急速に上昇します。これが次の特
徴です。内部にガスが溜まるため機器が膨張します。これが高温と共に危険な兆候の一つです。

夏場の車内ダッシュボード上での使用は内部温度上昇を更に促進させ、手で触れないくらいになるととて
も危険です。150度前後で自己発火する恐れもあります。使用（充電）中であれば、即コードを抜き涼しい場
所に移動してください。ここで、注意事項、外観上 “膨張” など異常な状態であっても発火していなければ
絶対に水を掛けないでください。少量の水は内部で電気的なショートを起こし発火する可能性があります。

■再燃の仕組みと危険性
LI-Bは外観上炎を消したつもりでも内部は高温で熱エネルギーが残っている場合があり、150度近くの熱

エネルギーが残っていると熱分解が再度始まり可燃性ガスを放出し再燃することがあります。数時間後や数
日後に再発火して住宅を全焼した例もあります。

このため、国や東京消防庁では再燃防止は “バッテリーを水没させる” こととしています。
以上の “熱暴走” と “引火性ガスの噴出と引火” そして “再発火” の危険性を十分理解しておく必要があり

ます。
■その他の使用上の主な注意事項

1.機器や充電器にPSE（電気用品安全法合格マーク）がありますか？正規品を使用して下さい。
2.超格安品は危険。海外品のCE,FCCマークのみの製品も使用禁止。リコール対象品を確認。
3.落下厳禁。急激な使用時間短縮も要注意。充電残量がない機器の使用も厳禁、危険性あり。

■世界（日本）の基準と動向
1，�「NTA8133」（オランダ王立標準化機構とKIWA：オランダの国際検査機関）�  

LI-B火災の消火器（携帯式）として世界で唯一存在する基準。世界で13種前後の消火器が承認済み。�  
「街かど防災ラボ」の取扱品「ADV消火器（英国仕様）も合格品。国内の関係機関も認識済み。

2．�EN規格（欧州標準化機構：30か国）�  
従来の規格EN3-7にNTA8133を加え、新たにEN3-11として今年の9月に承認予定。

3，�KFI（韓国消防産業技術院）�  
昨年独自の基準を制定。NTA8133とは異なる実験方法や消火効果の評価基準を決めた。

4．�ISO（国際標準化機構）本部スイス�  
本年2月に火災の分類としてLI－B火災を「CLASS L」とした。従来の分類CLASS A、B、C、D、Kに追加。� 
日本ではA火災、B火災、C火災、金属火災と呼ぶがD火災とは表現しない。またCLASS Kもなし。�  
ISOは今回 “火災” の分類を定めたので、次は消火、消火機器の基準となるのではないか。

5．�UL規格（米国）�  
米国民間の認証機関。保険制度と密接な関係、完成品の認証。情報少ない。

6．�日本（検討開始）�  
日本は基準がまだなく、日本消防検定協会が検討を開始。日本も国際規格のISOを採用していることか
ら、今後の基準作りの中心になると思われます。

■海外及び国内機器の動向
英国、韓国、ドイツ、米国の消火器情報やベトナム製の消剤情報もありますが、ヨーロッパ特にAVD消

火剤（水系バーミキュライト分散液）を使用したメーカー情報が多い。
国内の公的機関では、昨年度東京消防庁の公募採択機器3社があります。

■私の LI-B 火災消火との関り
私は、「街かど防災ラボ」の代表として、2021年バーミキュライトの消火効果 “AVD消火剤” に注目し、英

国AVD社製品の取扱いをマグネシウム消火の実験で開始。当時はラボの課題として、マグネシウム火災消
火であったが、2023年からLI-B火災対策としてのAVDの検証を（株）ニチボウと協業開始。消火実験、製
品化を推進。過去の経験を活かし、消防関係機関との打ち合わせを経て製品化、販売に至りました。現在、
同社の特殊装置部顧問に就任しています。

Ⅵ．全消販事務局からのお知らせ（1）
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1．新入会員のご紹介
新年度以下の企業様にご入会いただきました。これからどうぞ宜しくお願い致します。

【正 会 員】
① （株）中京防災システム	 代表取締役	 中 林　朋 久　様	 （三重県四日市市）
② （株）初田製作所	 代表取締役	 初 田　和 弘　様	 （大阪府枚方市）
③ 上田消防建設（株）松山店	 代表取締役	 正 岡　尚 起　様	 （愛媛県松山市）
④ 光栄電気通信工業（株）	 代表取締役	 鴫 原 健太郎　様	 （福島県郡山市）
⑤ （株）熊谷防災メンテナンス	 代表取締役	 小 川　　 輝　様	 （埼玉県熊谷市）
⑥ 東京物産（株）	 代表取締役	 平 野　武 大　様	 （東京都千代田区）
⑦ （有）大分初田販売所	 代表取締役	 金 子 憲一郎　様	 （大分県大分市）

2．全消販合同会議のご案内
開催日　2026 年 10 月 8 日（木） 14：00 ～
開催地　札幌市
会　場　「ホテルモントレエーデルホフ札幌」
　　　　札幌市中央区北 2 条西 1 丁目 1 番地
内　容　① 合同会議、意見交換会、会員 PR タイム
　　　　② 講演会総務省消防庁予防課 様（予定）
　　　　③ 懇親会

3．今後の主な行事予定
①消防庁長官表彰式	 10月23日（金）	 「明治記念館」
②消防機器等に関する研修会　（東京）	 11月  6日（金）	 「AP市ヶ谷」
　　　　　　　　　　　　　　（大阪）	 11月13日（金）	 「マイスティズ新大阪」
③新年名刺交換会 （東京）	 2027年  1月  7日（木）	 「明治記念館」
④新年互礼会 （大阪）	 1月12日（火）	 「グランヴィア大阪」
⑤全消販 理事会	 3月  5日（金）	 「東京証券会館」（予定）

4．全消販 第41回定時総会開催日程
開催日　2027年5月13日（木）午後	 （詳細については後日ご案内します。）
会　場　「KKRホテル東京」	 （東京都千代田区大手町1）

5．夏季休業のお知らせ
本年の夏季休業期間は、以下のとおりです。ご不便をお掛けしますが、宜しくお願いします。
　　　　　8 月 12 日（水） ～ 8 月 14 日（金）

6．編集後記
全消販は1986（昭和61）年7月に公益法人としての設立許可によ

り設立誕生し、今夏7月に40周年を迎えました。この10年の記録
を纏めた記念誌をホームページに掲載予定です。

次の50周年に向けて新たな一歩を踏み出したいと思います。

Ⅵ．全消販事務局からのお知らせ（2）

編集責任者：理事長　臼 井 　 潔 　　　　編　集：事務局長　岡 田 　 昇
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